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米国型でも中国型でもない形とは？
むしろ世界の大勢は、米国型でも中国型でではない。

日本国内で機は熟している
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６
月

日
に
新
し
い
成
長
戦

略
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
の
中

核
は
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
、

す
な
わ
ち
デ
ー
タ
駆
動
社
会
の

実
現
で
あ
る
。
デ
ー
タ
駆
動
社

会
と
は
、
イ
ン
フ
ラ
か
ら
サ
ー

ビ
ス
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

物
事
が
デ
ー
タ
を
基
本
と
す
る

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
効
率

的
に
運
営
さ
れ
る
社
会
を
指

す
。
情
報
通
信
産
業
や
政
策
レ

ベ
ル
の
視
野
に
絞
れ
ば
、
１
９

８
０
〜
２
０
０
０
年
代
の
小
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
時
代
の
延
長
線
上
に

あ
っ
て
、
い
ま
現
在
起
き
て
い

る
大
き
な
構
造
変
化
で
あ
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
す
べ
て
の
機

械
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な

げ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
進
展
で
あ
ろ
う
。
Ｉ
ｏ

Ｔ
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
空
間
と
実

空
間
は
接
続
さ
れ
、
情
報
技
術

が
適
用
で
き
る
産
業
分
野
は
劇

的
に
拡
大
す
る
。
Ａ
Ｉ
は
人
間

の
認
知
限
界
に
挑
戦
す
る
技
術

で
あ
る
。

　
産
業
的
な
文
脈
で
は
、
従
来

の
標
準
化
・
規
格
化
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
品
質
向
上
・
低
コ
ス
ト

化
の
先
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
個

別
化
の
実
現
（
マ
ス
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
）を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
全
体
を
動
か
す
原
動

力
と
な
る
資
源
が
デ
ー
タ
で
あ

る
。

　
こ
の
場
合
の
デ
ー
タ
は
、
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

デ
ー
タ
、
産
業
デ
ー
タ
の
３
つ

に
分
け
ら
れ
る
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
主
に
公

的
機
関
が
保
有
す
る
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

オ
バ
マ
政
権
下
の
米
国
が
透
明

性
の
高
い
政
府
を
実
現
す
る
手

段
と
し
て
取
り
入
れ
、
サ
イ
ト

な
ど
か
ら
大
量
の
デ
ー
タ
を
公

開
し
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
。
日

本
も
総
務
省
や
経
済
産
業
省
の

取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、

年

か
ら
内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術

総
合
戦
略
室
に
よ
り
政
府
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
が
整

備
さ
れ
た
。
当
初
の
約
１
万
点

か
ら
現
在
で
は
２
万
点
程
度
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
国
民
生
活
に
密
着
し
た
デ
ー

タ
は
地
方
自
治
体
が
保
有
し
て

い
る
。
日
本
の
地
方
自
治
体
は

１
７
８
８
あ
る
が
、
現
状
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
に
取
り
組
ん
で
い

る
団
体
は
５
０
０
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
早
急
な
公
開
が

求
め
ら
れ
る
。

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
前
提
と
し

て
、
利
便
性
向
上
や
公
益
に
資

す
る
た
め
に
積
極
的
な
利
用
が

期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
情
報
銀

行
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
デ
ー
タ
・

ス
ト
ア
（
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
の
取
り
組

み
が
活
発
で
あ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｓ
と

は
、
個
人
の
指
示
に
基
づ
き
パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
を
適
正
に
取

り
扱
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
情

報
銀
行
は
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
基
と
し

て
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
預

託
を
各
個
人
か
ら
受
け
た
う
え

で
、
専
門
的
観
点
か
ら
デ
ー
タ

の
提
供
先
を
精
査
し
、
適
正
な

相
手
に
提
供
す
る
。

　
こ
れ
ら
は
本
来
、
医
療
や
教

育
、
金
融
、
観
光
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
の
個
人
化
や
、
統
計
化
し

た
デ
ー
タ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

へ
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

データ駆動社会の展望　㊤

　こしづか・のぼる　
年生まれ。東京大博

士（理学）。専門は計
算機科学、ＩｏＴ、ス
マートシティーなど

データ連携、基盤作りが急務
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ベストエフォート型品質への移行



によるオープン化

皆がセンサーをもち、皆が情報発信を始める
（データ提供の胴元がいない）
► プローブカー
► センサーネットワーク

データの品質管理が大きな課題
► 不正確・低精度のデータによる、社会混乱
► どこまで混乱するかは国民のデータリテラシーに依存

過去の例
► 携帯電話やインターネットのベストエフォート型品質は認知された
► SNSやBlogコンテンツデータのいい加減さ（ベストエフォート型品質）が許容されるように
なった

今後の課題
► きちんとした組織が出すデータは、最大限精度向上の努力はするが、誤りが含まれているか
もしれないが、それを許容できるかどうか。

► 究極的には、「品質保証型サービス」と「ベストエフォート型サービス」と、領域をきちん
とわける

セン

ンサ

タの

こま

の例

るる



平均品質は格段に向上

品質の最悪値は
押さえられない

品質保証型サービス
（固定電話）

ベストエフォート型サービス
（携帯電話、インターネット）



標準化による相互運用性から
オープンによる相互運用性への移行



はあらゆる分野での適用可能性から、あ
らゆる分野のビッグプレイヤーが参入
それにより、 分野以外のパワーが強く、
応用分野主導の技術標準化が進むため、国
際標準組織すらも乱立する傾向
個々の応用分野毎の標準化を超えた標準化
を行う動機は、個々の分野毎では小さい
相互接続するためには、技術標準がなくて
も接続できることが必要

そのためには、接続方法のオープン化
と、接続部分の開発コストを下げることが
現実的
► 開発環境・開発システムや通信変換などの技
術を高度化すべき



実世界の要素の識別と、属性や意味の記述
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